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研究成果の概要（和文）：私たちは2014年まで科学研究費補助金に基づき「和解」概念に焦点を当てた平和研究
を行ってきた。本研究の目的は、そこで見いだされた「和解」概念に基づき、実践的な「平和」理論を構築する
ことにある。この研究の特徴は、海外の研究者とともに、生命、環境、教育、政治、社会など様々な応用倫理分
野を通して「平和」の横断的かつ学際的な研究を行うことにある。本研究の成果として、広島大学応用倫理学研
究プロジェクト研究センターの研究誌『PRAXIS』や関連の著作が出版された。

研究成果の概要（英文）：We have been conducting peace studies focusing on the concept of '
reconciliation' based on Grants-in-Aid until 2014.  The purpose of this research is to construct a 
practical "peace" theory based on the concept of 'reconciliation' which was found out there.  The 
feature of this research is to study cross-disciplinary and interdisciplinary on "peace" through a 
range of applied ethics fields such as life, environment, education, politics and society, with 
overseas researchers.  As a result of this research, the research journal of Hiroshima University 
Project Research Center for Applied Ethics, "PRAXIS" and related works were published.

研究分野：哲学、哲学・倫理学

キーワード： 倫理学原論・各論
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
戦争と平和についての哲学的な議論をみ
る限り、多くは政治的文脈からなされる。「和
解（Versöhnung）」概念に注目した、M.クヴ
ァンテ編、Vermittlung und Versöhnung, 
Die Akutualität von Hegels Denken für ein 
zusammenwachsendes Europa, Münster, 
2001 もまた国家論のコンテクストで言及さ
れる。また、自然との和解に関して言及する、
K.マイヤー =アービッヒの Wege zum 
Frieden mit der Natur. Praktische 
Naturphilosophie für die Umweltpolitik, 
München, 1984があるが、これも環境問題を
主題とした論究となる。応用倫理学全般を論
じた著作（たとえば、L.ジープによる
Konkrete Ethik. Grundlagen der Natur- 
und Kulturethik, Suhrkamp, 2004や越智貢
他編『岩波応用倫理学講義』岩波書店、
2004/2005、加藤尚武編『応用倫理学事典』
丸善、2008）においても、具体的な生活とし
ての「和解」の次元から総合的に「平和」概
念を検討する試みはみることができない。こ
のような「和解」という〈現実的な次元〉に
立脚し、〈応用倫理学領域の総合的なアプロ
ーチ〉によって「平和」を考究する試みは国
内外で皆無であり、本研究が嚆矢といえる。 
本研究の直接の着想は、応用倫理学プロジ
ェクト研究センターによる平成 20年度の「平
和研究」に端を発する（越智・山内による日
本哲学会シンポジウム「平和･戦争･暴力」の
企画運営や、同年 7月の例会に招待したフラ
ンクフルト大学 M. ルッツ=バッハマン教授
との「国際公法と暴力」をめぐる討論等）。
ここで繰り広げられた「平和」に関する哲学
的な課題を、政治哲学の領域からだけではな
く、あらゆる応用倫理学領域（生命・環境・
教育・政治・社会等）を射程に入れた「和解」
の視点から再構成することが、本プロジェク
トセンターの新たな研究課題として設定さ
れた。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、平和実現のための実践
的で総合的な理論モデルを提示することに
ある。具体的には、ひろく実際生活にかか
わる「和解」概念に注目する。ねらいは、
「平和」の問題を、より現実的な生活のレ
ベルに引き下げて考えることにある。「和
解」とは、〈異質なもの〉が対峙する様態を
示す〈不和〉の対概念である。そうした「不
和」と「和解」の関係は、私たちの生活の
あらゆる場面でみられる。本研究は、「平和」
を、現実生活の 諸相が織りなす「和解」の
問題として再考する試みといえる。研究の
手法は、現実場面を見すえた政治倫理、社
会倫理・生命倫理・環境倫理・教育倫理の
各領域からの哲学的および応用倫理学的ア
プローチとなる。「平和（ 和解）」のプロセ
スを応用倫理的手法で分析・総合すること
を通して、〈異質なものに対する排他性・闘

争性と その連鎖〉という根源的な問題の解
明と克服をめざす。 
 
３．研究の方法 
平成 27年度は、生命・教育・環境・政治・ 
社会の領域ごとに〈和解概念を軸とした共通
する平和理論の構築〉に努めた。具体的には、
内外の関連文献を渉猟する一方で、各領域に
おける国内外の研究者（ミュンスター大学の
L.ジープ教授 Mやクヴァンテ名誉教授等）と
交流をはかることによって理論の汎用的な
可能性を追求した。平成 28 年度は、政治・
社会・生命・環境・教育の各領域において解
明された、〈「和解‐平和」論の総合〉を目指
した。具体的には、それまで各領域で構想さ
れた「和解」概念と「平和」構築のパラダイ
ムを、研究者ネットワークや実践フィールド
において、実践面での適用可能性を含め協議
し、最終的に各領域を架橋する（平和）理論
を総合的に紡ぎだした。最終年度の平成 29
年は、前期（4月～9月）に、平成 28 年度ま
でに各領域で得られた「和解」概念と「平和」
構築のパラダイムについて、領域を超えた研
究協議を数度開催し、最終的に、領域を包摂
する総合的な「平和」理論を導き出した。後
期（10月～3月）には、それらの結果をふま
え、国内外の倫理学者、研究者、実践家を招
聘し、市民にも開かれた形でシンポジウムを
開催した。これらの研究結果は、国内外での
学会発表、公開講座、著作・論文・報告書、
ホームページ上の公開、等の形で公表された。 
 
４．研究成果 
平成27-29年度には、「平和理論の構築」 と
いう統一課題において、広範かつ多様な分野
の研究成果を統合する試みが行われた。 
研究成果は各年 2回開催される科研研究会
で報告された。内容としては、政治領域では
山内廣隆「戦争と平和―西晋一郎の哲学につ
いて」、石崎嘉彦「デモスの支配と平和―プ
ラトン『国家』第一巻をもとに民主主義を考
えるなかから―」 、杉田孝夫「フィヒテ「閉
鎖商業国家論」あるいは平和の政治学」等が、
社会領域では、奥田秀巳「和解としての信頼」、
桐原隆弘「ドイツの戦後和解と『故郷権』 」
等が、 宗教領域からは、後藤雄太「東洋哲
学における〈自己への配慮〉と〈平和〉―ガ
ンディーとティック･ナット･ハンの思想と
実践から―」、宇野正三 「親鸞研究―悪と救
い」等が、生命領域では、後藤弘志「「人位」
から「人格」へ―Person/Personality の訳語
確定の意図―」等が、環境領域では、池辺寧
「災害とともに生きる」等が、教育領域では、
伊藤潔志「教育基本法における「教育の宗教
的中立性」と和解」等の発表がなされた。こ
れらの領域毎の個人発表については研究
誌・著作等に公表された。 
最終年度の平成 29 年度には、ミヒャエル・
クヴァンテ氏による特別講演「原理的に容認
不可能？」およびレクチャー「人格の尊厳あ



るいは客観的尊厳 －カントの尊厳概念の多
様な次元とその欠陥」、アンゼルム・W・ミュ
ラー氏による特別講演”Wozu leben wir? Die 
Konkurrenz zwischen Glück und Tugend” が
行われたほか、Hitotsubashi International 
Conference on Philosophy/Social 
Philosophy/Applied Ethics お よ び
TOYOTA-Stiftung-Projekt zur „Würde alter 
Menschen“との共催によるシンポジウムを開
催した 
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